
今年も梶本さん宅では、樹齢２５年の藤の木から藤棚全体を覆いつくさんばかりに淡い紫の藤の

房をさげ、甘い香りを来場者に届けていました。その藤棚を屋上から足下に見る眺めは絶景で、毎

年沢山の人が列をなして写真に収めていかれます。他にも草餅の無料配布所でも長蛇の列ができ、

フルート演奏などでも立ち見が出るほどでしたが、人混みがさほど苦にならないのは、藤の花の魅

力のみならず、梶本さんをはじめとするボランティアの方々の努力によるものだと思われます。ま

た集まってくるのは人に限らず、蝶々やハチも飛び交いそれらを媒介として受粉がなされ、来年の

開花への連鎖がなされていくのだと実感させられました。 （４月２４日）
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３

「
ま
ち
の
美
観
」、「
ま
ち
の
安
全
」

ま
ち
を
歩
く
と
、
は
り
紙
や
立
看
板
、

さ
ら
に
は
の
ぼ
り
旗
と
い
っ
た
広
告
物
が

目
に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
屋
外
広
告
物

は
、
あ
る
面
で
は
私
た
ち
に
と
っ
て
便
利

な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
ま
ち
を
活
気
づ
け

た
り
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
無
秩
序
な
状
態
で
氾
濫
す
れ

ば
、
ま
ち
の
美
観
や
自
然
の
風
景
を
損
ね

た
り
、
歩
行
や
通
行
の
支
障
と
な
り
ま

す
。

大
阪
府
条
例
で
広
告
物
の
掲
出
を
規
制

大
阪
府
は
、
屋
外
広
告
物
法
及
び
大
阪

府
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
、
広
告
物
の

規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。
歩
道
柵
や
街
路

樹
等
の
公
共
物
は
、
大
阪
府
条
例
で
屋
外

広
告
物
の
掲
出
が
規
制
さ
れ
る
物
で
す
。

屋
外
広
告
物
の
違
法
掲
出
は
処
罰
等
の
対

象
に
な
り
ま
す

大
阪
府
条
例
に
違
反
し
て
屋
外
広
告
物

を
設
置
し
た
と
き
は
、
次
の
措
置
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
簡
易
除
却

違
法
な
は
り
紙
、
は
り
札
、
た
て
看
板
、

の
ぼ
り
旗
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
な
ど
の

簡
易
広
告
板
に
つ
い
て
は
、
予
告
な
し
に

撤
去
し
、
処
分
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
違
法

広
告
物
は
、
大
阪
府
の
土
木
事
務
所
や
泉

南
市
役
所
で
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
広
告
物
の
義
務
等

広
告
物
の
掲
出
を
依
頼
し
た
広
告
主
に

も
、
違
法
掲
出
を
防
止
す
る
義
務
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
義
務
に
違
反
し
た
と
き
は
、

会
社
名
等
を
公
表
す
る
事
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課（
内
線
三
五
八
）

大
阪
府
域
に
お
け
る
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス

ウ
イ
ル
ス
病
は
昨
年
四
月
か
ら
十
月
ま

で
の
間
に
河
川
等
十
一
カ
所
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
十
一
月
以
降
、
同
病
の
発

生
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

水
温
の
上
昇
と
と
も
に
再
び
発
生
す
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
の
ま
ん

延
防
止
の
た
め
、
大
阪
府
内
水
面
漁
場

管
理
委
員
会
か
ら
漁
業
法
に
基
づ
く
委

員
会
指
示
が
次
の
と
お
り
発
動
さ
れ
ま

し
た
。

府
内
の
す
べ
て
の
河
川
、
池
、
水

路
等
で
、
コ
イ
を
持
ち
出
し
他
の

水
域
に
放
流
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

笊
府
内
の
天
然
水
域
に
コ
イ
群
を

放
流
す
る
場
合
は
、
事
前
に
ウ
イ

ル
ス
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
）
を
行
い
、

陰
性
で
あ
る
事
の
確
認
を
義
務
づ
け
る
。

笆
府
内
の
天
然
水
域
に
、
生
死
を
問
わ

ず
コ
イ
の
投
棄
を
禁
止
す
る
。

委
員
会
指
示
の
期
間
は
、
平
成
十

七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
。

な
お
、
委
員
会
指
示
に
従
わ
な
い
場

合
は
、
漁
業
法
の
規
定
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
水
産
課
豊
か
な
海

づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ
薀
０
６
・
６
９

４
１
・
０
３
５
１

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
に

一
、

二
、

三
、

泉
南
清
掃
事
務
組
合
で
は
、地
球
温
暖
化
は
、

地
球
環
境
と
私
た
ち
の
生
活
に
甚
大
な
被
害
が

及
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
抑
制
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
施

設
で
は
焼
却
炉
の
効
率
運
転
、
温
水
プ
ー
ル
の

余
熱
利
用
の
向
上
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
六
年
度
で
は
、
市
民
に

よ
る
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
分
別
拡
大
に
よ
り
、
ご
み
減
量
化
が
促
進
さ

れ
ご
み
焼
却
に
伴
っ
て
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素

が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
（
tCO2
）

▼
対
策
実
行
計
画
排
出
量
＝
一
六
、
〇
〇
二

▼
実
績
排
出
量
＝
一
四
、
五
一
八

▼
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組
合
薀
祚
０
５
８

１

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ
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泉南市の人口（４月末現在）
人　口‥‥‥65,830人
男‥‥‥‥32,049人
女‥‥‥‥33,781人

世帯数‥‥‥23,872世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
が
、
河
川
の
汚

れ
の
原
因
の
約
八
割
を
占
め
ま
す
。
生
活

排
水
の
汚
れ
は
、
私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し

た
心
づ
か
い
で
、
か
な
り
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
水
切
り
袋
を
付
け

て
、
調
理
く
ず
な
ど
が
直
接
流
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
食
用
油
は
使
い
切
る
か
、
紙
な
ど
で
拭

き
取
る
な
ど
し
て
、
流
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
食
器
の
汚
れ
は
ゴ
ム
ヘ
ラ
な
ど
で
取
り

除
い
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
洗
濯
で
は
洗
剤
を
使
い
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
浄
化
槽
は
年
一
回
の
法
定
検
査
を
忘
れ

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
毎
月
二
〇
日
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
に

は
、
電
車
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
停
車
中
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
し
な
い
。

▼
買
い
換
え
る
時
は
低
公
害
車
や
低
排
出

ガ
ス
車
を
買
い
ま
し
ょ
う
。

▼
冷
房
は
二
十
八
℃
、
暖
房
は
二
十
℃
を

目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
･
マ
ー
ク
付
き

の
商
品
を
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
五
品
目
（
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ

ン
）
等
の
不
法
投
棄
は
、
近
隣
へ
の
迷

惑
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
染
み
出

し
た
貴
金
属
等
の
有
害
物
質
に
よ
る
土

壌
汚
染
な
ど
環
境
に
も
著
し
い
悪
影
響

を
与
え
ま
す
。

不
法
投
棄
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
固
く
禁
じ

ら
れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
に
は
、

五
年
以
下
の
懲
役
、
一
、
〇
〇
〇
万
円

以
下
の
罰
金
、
五
年
以
下
の
懲
役
と
一
、

〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
の
両
方
と
い

う
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
罰
せ
ら
れ
ま
す

六
月
五
日
豸
は
「
環
境
の
日
」
で
す
。
国
が
平
成
五
年
に
制
定
し
た
環
境
基
本
法

で
市
民
の
皆
さ
ん
が
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
、
積
極
的
に
環

境
の
保
全
に
関
す
る
活
動
を
行
う
意
欲
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。
今
日
の
都
市
・
生
活
型
公
害
や
地
球
環
境
問
題
に
代
表
さ
れ
る
課
題
を
克

服
し
、
将
来
の
世
代
に
豊
か
な
地
球
環
境
を
残
す
た
め
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

取
り
組
め
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
え
ま
し
ょ
う
。



泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥

観
察
会
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身
近

な
自
然
を
体
感
し
、
そ
の
大
切

さ
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
六
月
十
八
日
貍

午
前
九
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
の
森
▼
対
象
＝
小
・
中

学
生
▼
定
員
＝
十
五
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

〜
パ
ソ
コ
ン
教
室
〜

▼
と
き
＝
六
月
二
十
五
日
貍
〜

七
月
十
六
日
貍
の
毎
週
土
曜
日

の
午
後
一
時
〜
二
時
半
（
全
四

回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
愛
知
万
博
の
各
パ
ビ
リ
オ

ン
を
見
て
み
よ
う
▼
対
象
＝
市

内
の
小
学
二
年
生
〜
四
年
生
▼

定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合

抽
選
）
▼
申
込
み
＝
六
月
二
十

日
豺
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ

〜
私
た
ち
の
自
然
観
察
会
〜

▼
と
き
＝
六
月
十
七
日
貊
午
後

七
時
〜
九
時
▼
集
合
＝
午
後
七

時
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
集
合
▼

講
師
＝
田
中
正
視

た
な
か
ま
さ
み

先
生
（
泉
南

高
校
教
諭
）
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
三
十
名
（
多
数
の
場
合

抽
選
）
▼
申
込
み
＝
六
月
十
三

日
豺
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ホ
タ

ル
観
察
参
加
希
望
、
参
加
者
・

保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住

所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学

年
を
記
入
の
上
、
青
少
年
セ
ン

タ
ー
へ

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
毎
週
水

曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に

気
軽
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
笆
六
月
七

日
貂
・
七
月
五
日
貂
笳
笘
六
月

二
十
一
日
貂
・
七
月
十
九
日
貂

笙
六
月
十
四
日
貂
・
二
十
八
日

貂
・
七
月
十
二
日
貂
・
二
十
六

日
貂
▼
と
こ
ろ
・
連
絡
先
＝
笊

信
達
保
育
所
祟
４
６
４
２
笆
樽

井
保
育
所
祗
０
０
７
４
笳
浜
保

育
所
祚
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一

保
育
所
祟
４
０
４
１
笙
ち
び
っ

こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内

の
遊
戯
室
、
所
庭
）
祚
３
３
７

１
▼
開
放
時
間
＝
い
ず
れ
も
午

前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八

一
）楽

し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も

達
に
紹
介
し
ま
す
。
保
護
者
の

方
も
ご
一
緒
に
！
▼
と
き
＝
六

月
十
一
日
貍
午
後
二
時
半
〜
三

十
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館

二
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
四
歳

以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護

者
▼
定
員
＝
先
着
四
十
人
（
途

中
で
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
参

加
費
＝
無

料
▼
そ
の

他
＝
第
一
、

三
、
四
土

曜
日
の
午

後
二
時
半

〜
三
十
分

程
度
、
同

場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る
紙

芝
居
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
申

込
み
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書

館
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、
初
夏

の
風
物
詩
と
な
り
ま
し
た
、
ホ

タ
ル
観
賞
の
夕
べ
第
四
回
輊
音

と
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
軫
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
六
月
十

一
日
貍
午
後
七
時
〜
九
時
▼
と

こ
ろ
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
▼
内

容
＝
第
一
部
／
黄
昏
コ
ン
サ
ー

ト
「
琵
琶
と
篠
笛
の
響
き
」、
第

二
部
／
ホ
タ
ル
解
説
（
泉
南
高

校：

田
中
正
視

た
な
か
ま
さ
み

教
諭
）
・
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
観
賞
会
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
そ
の

他
＝
▽
駐
車
場
は
一
五
〇
台
分

し
か
あ
り
ま
せ
ん
、
出
来
る
だ

け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。
▽
懐
中
電
灯
・
虫
除
け

の
用
意
を
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興

課
（
内
線
五
八
三
）

５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

万
博
見
学
！

sseishonen

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

sseishonen

市
内
の
ホ
タ
ル
を

見
に
行
こ
う
！

sseishonen

巣
箱
（
子
育
て
）
を

つ
か
う
野
鳥
の
観
察
sseishonen

市
立
保
育
所
で

所
庭
の
開
放

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

ホ
タ
ル
鑑
賞
の
夕
べ

音
と
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

青
少
年

セ
ン
タ
ー

で
は
、
中

学
生
学
習

相
談
会
に

参
加
す
る

中
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝

六
月
十
七
日
貊
か
ら
の
毎
週
金

曜
日
午
後
六
時
〜
七
時
半
（
数

学
）
・
土
曜
日
午
前
十
時
〜
十

一
時
半
（
英
語
）
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科

目
＝
英
語
・
数
学
▼
対
象
＝
市

内
の
中
学
生
▼
定
員
＝
各
学

年
・
各
教
科
十
五
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無

料
（
保
険
加
入
希
望
の
場
合
は

五
〇
〇
円
必
要
）
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
六
月
十
四
日
貂
必
着

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
学
習
相
談
会
参

加
希
望
科
目
、
参
加
者
・
保
護

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ

輝
く
未
来
、
こ
の
手
の
中
に
！

〜
自
己
の
進
路
を
み
つ
め
て
〜

▼
と
き
＝
六
月
十
八
日
貍
午
前

十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
進

路
を
選
択
す
る
た
め
に
何
が
必

要
な
の
か
（
講
演
）
▼
講
師
＝

山
田
勝
治

や
ま
だ
か
つ
じ

先
生
（
大
阪
府
立
西

成
高
等
学
校
教
頭
、
元
岬
高
校

教
頭
）
▼
対
象
＝
市
内
の
中
学

生
及
び
保
護
者
▼
定
員
＝
四
十

名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
六
月
十
四

日
貂
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ

ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
輝
く

未
来
、
こ
の
手
の
中
に
！
参
加

希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

日
本
語
教
室
に
参
加
す
る
青

少
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
二
日
貉
か

ら
の
毎
週
水
曜
日
の
午
後
四
時

半
〜
五
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
小
学
生

レ
ベ
ル
の
日
本
語
▼
対
象
＝
市

内
在
住
で
以
前
外
国
に
暮
ら
し

て
い
た
青
少
年
及
び
外
国
人
の

子
ど
も
（
い
ず
れ
も
中
学
生
ま

で
）
▼
定
員
＝
二
十
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
六
月
十
五
日
貉
必
着
ま
で

に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
日
本
語
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
九

時
半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
三
階
教
室
▼

対
象
＝
市
内
の
小
学
四
年
生
〜

中
学
三
年
生
▼
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
六
月
十
八
日

貍
午
前
十
時
四
十
五
分
〜
午
後

十
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
朗
読
講
座

（
童
話
）
▼
講
師
＝
石
川
楊
子

い
し
か
わ
よ
う
こ

さ

ん
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の
方

で
、
子
ど
も
に
本
な
ど
を
読
み

聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二
十

人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居

な
ど
の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
六
月

十
八
日
貍
午
前
十
時
〜
十
時
四

十
分
笆
二
十
日
豺
午
後
三
時
四

十
五
分
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊

フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
（
エ
プ
ロ
ン

シ
ア
タ
ー
）
・
お
じ
さ
ん
の
か

さ
他
笆
だ
ご
だ
ご
こ
ろ
こ
ろ
・

ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
他
▼
対

象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
▼

定
員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

へ▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
・

中
学
生
と
高
齢
者
の
方
▼
定

員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

友
だ
ち
や
親
子
で
卓
球
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
毎

週
金
曜
日
・
土
曜
日
▽
金
曜
日

は
午
後
五
時
〜
七
時
（
第
二
・

四
金
曜
日
は
、
卓
球
教
室
を
開

催
）
▽
土
曜
日
は
午
前
九
時
半

〜
十
一
時
半
（
た
だ
し
、
六
月

十
八
日
・
七
月
十
六
日
は
あ
り

ま
せ
ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
卓
球
教
室
は
十
五
歳
以
上
の
青

少
年
も
可
）
▼
定
員
＝
二
十
人

▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
上

ぐ
つ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

４

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

中
学
生
進
路

選
択
講
演
会

sseishonen

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

sseishonen

自
習
室
を

開
放
し
ま
す

sseishonen

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

sseishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

sseishonen

進
路
を
考
え
よ
う

中
学
生
学
習
相
談
会
sseishonen

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
sseishonen

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

sseishonen

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



泉
南
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会

で
は
、
平
成
十
七
年
度
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
教
室
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、

初
心
者
の
方
に
も
楽
し
く
親
切

に
指
導
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
六

月
十
九
日
豸
以
降
の
毎
日
曜
日

（
全
十
回
）
午
前
十
一
時
〜
午
後

一
時
▼
と
こ
ろ
＝
双
子
川
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
ク
レ
ー
コ
ー
ト
）

▼
対
象
＝
泉
南
市
在
住
・
在
勤

の
十
八
才
以
上
の
方
▼
費
用
＝

三
、
〇
〇
〇
円
（
傷
害
保
険
含

む
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
六

月
十
六
日
貅
ま
で
に
泉
南
市
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
・
川

本
へ
薀
祗
２
３
７
８

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
を
使
っ

て
、
健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く

り
を
し
ま
せ
ん
か
？
▼
と
き
＝

七
月
十
日
豸
午
前
十
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
市
立
市
民
体
育
館

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
で

十
八
歳
以
上
の
方
▼
定
員
＝
先

着
五
十
名
▼
申
込
期
間
＝
七
月

一
日
貊
〜
八
日
貊
、
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
（
月
曜
の
午
後
・

火
曜
日
は
休
館
）
※
但
し
、
期

間
内
で
あ
っ
て
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。
▼
申
込

方
法
＝
体
育
館
備
え
付
け
用
紙

に
、
写
真
一
枚
（
三
詢
×
二
・

五
詢
）
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
内
容
＝
講
義
・
実
習
▼
持
参

品
＝
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
、
上

靴
▼
そ
の
他
＝
▽
講
習
会
を
終

了
さ
れ
た
方
に
「
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
器
具
使
用
許
可
証
」
を
発
行

し
ま
す
。（
許
可
証
が
な
け
れ
ば

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
有
料
）
の

使
用
は
で
き
ま
せ
ん
）
▽
許
可

証
の
期
限
切
れ
に
は
ご
注
意

を
！
（
六
ヶ
月
以
上
経
過
す
る

と
更
新
で
き
な
く
な
り
ま
す
。）

▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館
薀
祗

１
０
０
０

市
民
の
皆
さ
ん
の
丹
精
込
め

た
手
作
り
の
作
品
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
七
月
二

十
二
日
貊
〜
七
月
二
十
四
日
豸

の
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼
と

こ
ろ
＝
泉
南
市
文
化
ホ
ー
ル
展

示
室
▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方
（
中
学
生
以

下
は
除
く
）
▼
募
集
部
門
＝
写

真
、
書
道
、
人
形
、
手
芸
、
ア

ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
（
応
募
作
品
は

自
作
・
未
発
表
の
も
の
で
一
人

一
部
門
に
つ
き
二
点
ま
で
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
六
月
十
五

日
貉
〜
六
月
二
十
六
日
豸
午
前

十
時
〜
午
後
五
時
（
月
曜
日
は

休
館
日
）
の
間
に
文
化
ホ
ー
ル

（
図
書
館
二
階
）
へ

山
野
草
の
最
高
峰
、
う
ち
ょ

う
ら
ん
を
観
賞
し
ま
せ
ん
か
。

尚
、
新
家
俳
句
会
短
冊
の
展
示

も
行
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
六
月

十
一
日
貍
午
前
十
時
〜
午
後
五

時
、
十
二
日
豸
午
前
九
時
〜
午

後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
公
民

館
▼
そ
の
他
＝
愛
好
家
の
方
で

出
展
を
希
望
さ
れ
る
方
は
新
家

公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
新
草
会
▼
問
合
せ
＝

新
家
公
民
館
薀
祟
９
３
１
４

▼
と
き
＝
六
月
十
一
日
貍
午
前

十
時
〜
午
後
四
時
半
、
六
月
十

二
日
豸
午
前
九
時
半
〜
午
後
四

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民
館

▼
主
催
・
問
合
せ
＝
泉
南
山
野

草
会
薀
祗
７
５
６
９

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
文
化
推
進
事

業
部
で
は
、
合
唱
祭
を
開
催
し

ま
す
。
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

に
よ
る
、
楽
し
い
コ
ー
ラ
ス
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。
▼
と
き
＝
六
月
十
一
日
貍

午
後
一
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
＝
泉

南
市
立
文
化
ホ
ー
ル
▼
出
演
＝

泉
南
市
内
の
合
唱
団
の
方
々
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不

要
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
一
七
）

７

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
出
展
者
募
集

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

開
催

合
唱
祭
を
開
催
し
ま
す

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

講
習
会
の
ご
案
内

う
ち
ょ
う
ら
ん
展

初
夏
の
山
野
草
と

ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
展
示
会

関西国際空港に離発着する飛行

機を眺めながら海水浴が楽しめる

サザンビーチが７月１日貊にオー

プンします。

昨年も暑い夏を楽しむ、多くの

海水浴客でにぎわいました。今年

もサザンビーチは２，５００台駐

車可能な大駐車場をはじめ、売店、

更衣室、シャワー室、水洗トイレ

などの施設を用意して、皆さまの

お越しをお待ちしています。

▼開設期間＝７月１日貊～８月３

１日貉

▼開設時間＝▽平日は午前９時～

午後５時▽土日祝日は午前８時～

午後６時

▼駐車料金＝▽自二車・原付（２０

０円）▽軽・普通自動車（１，２０

０円）▽大型車（３，０００円）

▼更衣室・シャワー室料金（兼

用）＝▽大人（４００円）▽子供

（２００円）

▼問合せ＝樽井漁業協同組合薀祟５

５１９

６

（１歳向け）に参加しませんか！
子育ての中で、日ごろ感じていることを話し合

ったり、子どもの成長・健康・食生活などについ
て交流しながら友達をつくりませんか。
▼とき=７月７日貅～８月１１日貅の毎週木曜日
（全６回）※時間は午前１０時～１１時半
▼ところ=子育て支援センター「ひだまり」
▼対象＝Ｈ15年８月1日～Ｈ16年６月30日生
まれの子どもとその保護者
▼内容＝ふれあい遊び・おもちゃ
作り・ミニ講座「食生活」・調
理実習「おやつ」・水遊び(保
育所交流)・保護者の交流等
▼参加費＝無料（実習の材
料費は各自負担）
▼定員＝１０組（多数の場
合は抽選）
▼申込み・問合せ＝６月２４
日貊までに電話で子育て支援
センター「ひだまり」へ

子育て支援センター「ひだまり」のスタッフ
が出前で遊びの場を提供します。親子で参加し、
楽しく遊びましょう！
▼とき＝笊６月１０日貊笆６月１７日貊 ※いずれ
も午前１０時～１１時半
▼ところ＝笊りんくう体育館笆長慶寺
▼対象＝就学前の子どもとその保護者
▼内容＝笊歌・手遊び・ペープサート・親子運動

遊び・ふれあい遊び等笆歌・手遊び・大型紙芝
居・親子の遊び・アジサイ散策等
▼申込み＝不要
▼その他＝駐車場あります。雨天決行
▼問合せ＝子育て支援センター「ひだまり」

子育て奮闘中のお母さん方、子どもと離れてリ
フレッシュしませんか？楽器や身体を使ってリズ

ム遊びを楽しみながら、お母さん方の友達作
りをしましょう。また、親子でのリズ
ム遊びも体験できます。
▼とき＝７月２５日豺午前１０
時～１１時半
▼ところ＝子育て支援センタ
ー「ひだまり」（市立鳴滝第
２保育所内）
▼テーマ＝音楽で楽しくコ
ミュニケーションをとろ
う！
▼講師＝徳野律子

とくのりつこ

さん（ミュ
ージック・ケアワーカー）

▼内容＝リズム遊び（保護者の
み）・子育ての話・親子リズム遊び

▼対象＝市内在住の就学前の子どもとその保護者
（保護者のみでも可）
▼参加費＝無料　
▼定員＝３０名（先着順）※一時保育あります
▼申込み・問合せ＝６月１日貉～６月３０日貅ま
でに電話で子育て支援センター「ひだまり」へ
薀祚３３７１

広告掲載枠です。
内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



受
付
期
間
＝
笊
笆
六
月
三
十
日

貅
ま
で
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
志
望
動
機
、
保
育

の
有
無
、
以
前
連
合
会
で
受
講

し
た
講
座
名
を
記
入
の
上
〒
五

四
〇
・
〇
〇
一
二
大
阪
市
中
央

区
谷
町
五
・
四
・
十
三
谷
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
薀

０
６
・
６
７
６
２
・
９
９
９
５

地
域
福
祉
計
画
と
は
、
総
合

計
画
を
基
礎
と
し
て
、
社
会
福

祉
法
第
一
〇
七
条
（
平
成
十
五

年
四
月
一
日
施
行
）
に
基
づ
き
、

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の

市
と
し
て
の
基
本
的
理
念
や
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
を
定
め
る
も

の
で
す
。

本
市
で
は
、
平
成
十
九
年
三

月
ま
で
に
当
計
画
を
策
定
す
る

た
め
、
策
定
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
委
員
の
任
期
＝
平
成
十
七
年

八
月
〜
平
成
十
九
年
三
月
（
一

年
八
ヶ
月
間
）
▼
資
格
＝
二
十

歳
以
上
で
泉
南
市
に
一
年
以
上

在
住
の
方
▼
主
な
役
割
＝
地
域

福
祉
計
画
の
策
定
▼
申
込
み
＝

六
月
三
十
日
貅
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

「
少
子
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
地

域
及
び
地
域
住
民
の
果
た
す
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文

（
約
八
〇
〇
字
）
を
〒
五
九
〇
・

〇
五
九
二
（
住
所
不
用
）
泉
南

市
役
所
生
活
福
祉
課
に
郵
送
又

は
直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
▼

問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線

二
四
六
）

次
の
仕
事
を
お
受
け
し
ま
す
。

会
員
募
集
中
。

▼
対
象
＝
泉
南
市
在
住
で
、
働

く
意
欲
の
あ
る
六
十
歳
以
上
の

方
▼
年
会
費
＝
一
、
〇
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
月
一
回
入
会
説
明

会
を
実
施
▼
問
合
せ
＝
譖
泉
南

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
薀

祟
８
６
６
１

海
水
浴
場
管
理
会
で
は
、
サ

ザ
ン
ビ
ー
チ
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
雇
用
期

間
＝
七
月
一
日
貊
〜
八
月
三
十

一
日
貉
▼
勤
務
時
間
＝
午
前
八

時
半
〜
午
後
五
時
（
日
曜
日
・

祝
日
は
午
前
八
時
〜
午
後
六
時
）

▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上
の
水
泳

の
で
き
る
方
（
高
校
生
は
不
可
）

▼
募
集
人
員
＝
二
十
人
程
度
▼

賃
金
（
時
給
）
＝
八
〇
〇
円
〜

一
、
〇
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝
六

月
一
日
貉
〜
六
月
十
一
日
貍
の

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
に
履
歴

書
を
持
参
の
上
、
樽
井
漁
業
協

同
組
合
事
務
所
（
り
ん
く
う
南

浜
）
へ
▼
面
接
日
＝
六
月
十
二

日
豸
午
前
十
時
〜
※
時
間
厳
守

▼
面
接
場
所
＝
樽
井
漁
業
協
同

組
合
会
議
室
▼
問
合
せ
＝
樽
井

漁
業
協
同
組
合
薀
祟
５
５
１
９

▼
資
格
＝
昭
和
六
十
年
四
月
二

日
〜
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日

に
生
ま
れ
た
方
▼
申
込
期
間
＝

六
月
二
十
一
日
貂
〜
六
月
二
十

八
日
貂
（
当
日
消
印
有
効
）
▼

採
用
予
定
人
員
＝
約
五
十
五
名

（
近
畿
）
▼
試
験
日
＝
第
一
次
試

験
・
九
月
四
日
豸
、
第
二
次
試

験
・
十
月
十
三
日
貅
〜
二
十
日

貅
（
指
定
す
る
日
）
▼
合
格
発

表
＝
第
一
次
・
十
月
七
日
貊
、

最
終
・
十
一
月
十
日
貅
▼
申
込

先
＝
〒
五
五
三
・
八
五
一
三
大

阪
市
福
島
区
福
島
一
・
一
・
六

〇
／
人
事
院
近
畿
事
務
局
薀
０

６
・
４
７
９
６
・
２
１
９
１
▼

そ
の
他
＝
受
験
申
込
書
は
、
泉

佐
野
税
務
署
総
務
課
に
も
備
え

付
け
て
お
り
ま
す
。
▼
問
合

せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
総
務
課
薀

磆
３
４
７
１

平
成
十
七
年
十
月
一
日
貍
現

在
で
全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は

日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
が
対
象
と
な
り
、
人
口
と
世

帯
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な
統

計
調
査
で
す
。
泉
南
市
で
は
指

定
さ
れ
た
地
区
内
の
世
帯
を
訪

問
し
、
調
査
票
の
記
入
依
頼
及

び
回
収
を
行
っ
て
い
た
だ
く
調

査
員
を
募
集
し
ま
す
。
▼
応
募

対
象
＝
▽
調
査
事
務
を
責
任
を

も
っ
て
遂
行
で
き
る
二
十
歳
以

上
の
人
▽
秘
密
の
保
護
に
関
し

信
頼
の
お
け
る
人
▽
税
務
・
警

察
・
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い

人
▼
事
務
内
容
＝
▽
調
査
員
事

務
打
合
せ
会
へ
の
出
席
▽
受
け

持
ち
調
査
区
確
認
及
び
調
査
協

力
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
▽
調

査
票
の
配
布
及
び
記
入
依
頼
▽

世
帯
名
簿
及
び
要
図
の
作
成
▽

調
査
票
の
回
収
、
審
査
及
び
整

理
▽
調
査
関
係
書
類
の
提
出
▼

調
査
期
間
＝
九
月
下
旬
か
ら
十

月
上
旬
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

六
月
二
十
四
日
貊
ま
で
に
総
務

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日

面
接
の
上
受
付
致
し
ま
す
。（
内

線
二
六
八
）

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

森
の
保
全
活
動
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
▼
と
き
＝
六
月
十
一
日

貍
午
前
十
時
半
〜
午
後
三
時

（
雨
天
中
止：

当
日
午
前
六
時
半

か
ら
左
記
電
話
番
号
で
案
内
が

あ
り
ま
す
）
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南

市
堀
河
（
堀
河
の
森
、
紀
泉
わ

い
わ
い
村
）
▼
内
容
＝
山
づ
く

り
、
森
林
の
整
備
（
除
伐
等
）

▼
集
合
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
管

理
棟
前
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
携

行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
、

作
業
の
で
き
る
服
装
、
軍
手
等

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
Ｅ
メ
ー

ル
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
譛
大
阪

み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
（e-

m
ail:m

id
ori@

og
tru
st.jp

／
薀

０
６
・
６
９
４
９
・
５
７
０

５
／
蕭
０
６
・
６
９
４
９
・
５

７
０
７
）

９

真
夏
の
サ
ザ
ン
ビ
ー
チ

で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

国
勢
調
査
調
査
員
を

募
集
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

税
務
職
員
（
国
家
公
務
員

Ⅲ
種
）
を
募
集
し
ま
す

泉
南
市
地
域
福
祉

計
画
策
定
委
員
募
集

軽作業 

施設 
管理 

事務 

園芸 
修理 
修繕 
家事 

清掃、除草、ビラ配り、各種屋内外作業、 

大工仕事、波板張替、網戸障子等張替、 
ペンキ塗り、その他小修理 

公園・テニスコート・自転車置き場等の管理 

一般事務、宛名書き、毛筆賞状書き 
庭木の剪定・消毒、施肥、庭の清掃 

家事手伝い、留守番、洗濯、その他家事  

その他軽作業 

堀
河
の
森
保
全
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

大
阪
タ
オ
ル
工
業
組
合
で
は
、

泉
州
地
域
の
地
場
産
業
で
あ
る

タ
オ
ル
製
造
業
の
活
性
化
及
び

地
域
住
民
へ
の
還
元
と
交
流
を

目
的
に
第
七
回
タ
オ
ル
バ
ザ
ー

ル
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

七
月
九
日
貍
午
前
九
時
半
〜
午

後
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
い
ず
み
の

森
ホ
ー
ル
二
階
▼
内
容
＝
メ
ー

カ
ー
に
よ
る
タ
オ
ル
の
即
売
▼

そ
の
他
＝
抽
選
会
も
あ
り
ま
す

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内

線
五
八
三
）

泉
南
市
商
工
会
で
は
、
商
工

業
者
の
皆
さ
ま
の
経
営
上
の
諸

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
専
門

相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談
を
実

施
い
た
し
ま
す
。
是
非
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
笊
六

月
十
三
日
豺
笆
六
月
二
十
二
日

貉
笳
六
月
二
十
三
日
貅
※
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
半
〜
四

時
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笆
笳
泉
南
市

商
工
会
（
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー

二
階
）
▼
内
容
＝
笊
登
記
・
債

権
相
談
笆
税
務
相
談
笳
法
律
相

談
▼
対
象
＝
市
内
商
工
業
者
▼

費
用
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
泉
南

市
商
工
会
薀
祟
６
３
６
５

七
月
一
日
は
建
築
士
の
日
で

す
。
こ
の
日
に
ち
な
ん
で
全
国

各
地
で
建
築
士
会
が
中
心
と
な

っ
て
、
様
々
な
活
動
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
南
大
阪
地
域
で

は
南
海
地
震
等
に
備
え
、
建
築

防
災
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
日
貍
午
後
二

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
大
津

市
立
市
民
会
館
▼
内
容
＝
木
造

住
宅
の
耐
震
診
断
等
▼
参
加

費
＝
一
、
〇
〇
〇
円
▼
主
催
＝

譖
大
阪
府
建
築
士
会
地
域
サ
ー

ク
ル
「
い
ず
み
野
」
薀
０
６
・

６
９
４
７
・
１
９
６
１
▼
問
合

せ
＝
都
市
計
画
課
（
内
線
五
六

八
）ハ

ン
グ
ル
基
礎
講
座
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
六

月
十
一
日
貍
〜
（
毎
週
土
曜
日
）

全
十
回
午
前
十
一
時
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
泉
南
市
立
人
権
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
＝
崔
真

チ
ェ
ジ
ン

善ソ
ン

さ
ん
（
滋
賀
県
立
大
学
非
常

勤
・
ネ
イ
テ
ィ
ブ
）
▼
定
員
＝

十
名
程
度
（
先
着
順
）
▼
ク
ラ

ブ
費
＝
全
十
回
分
で
一
万
円

（
資
料
代
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

と
簡
単
な
自
己
紹
介
を
、
六
月

十
一
日
貍
ま
で
に
崔
真
善
へ

（
当
日
受
付
可
。
薀
祚
８
１
３

６
／e

-m
a
il:jim

in
y
u
ra
@

yahoo.co.jp

）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、
ス
ペ

イ
ン
語
を
身
近
に
感
じ
、
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
ス
ペ
イ
ン
語

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
六
月
二
十
四
日
〜
九
月
二

日
の
毎
週
金
曜
日
、
午
前
十
時

〜
十
一
時
半
（
全
十
回
）
▼
と

こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
内
容
＝

初
歩
の
ス
ペ
イ
ン
語
▼
対
象
＝

泉
南
市
内
在
住
の
二
十
歳
以
上

の
方
（
学
生
は
除
く
）
▼
参
加

費
＝
二
、
〇
〇
〇
円
▼
定
員
＝

二
十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
込
み
＝
六
月
十
七
日
貊
必

着
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
ス

ペ
イ
ン
語
教
室
希
望
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
〒
５
９
０
・
０
５
９

２
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役
所

政
策
推
進
課
へ
▼
問
合
せ
＝
政

策
推
進
課
（
内
線
二
八
七
）

大
阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
で
は
左
記
講
座
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
七
月

三
十
日
貍
か
ら
十
一
月
十
二
日

貍
（
全
十
二
回
）
笆
七
月
三
十

日
貍
か
ら
九
月
十
七
日
貍
（
全

八
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笆
谷
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
笊
簿

記
三
級
講
座
笆
パ
ソ
コ
ン
初
級

土
曜
講
座
▼
受
講
料
＝
笊
五
、

〇
〇
〇
円
笆
一
〇
、
〇
〇
〇
円

（
い
ず
れ
も
教
材
費
含
む
）
▼
定

員
＝
笊
四
十
名
笆
二
十
名
▼
対

象
＝
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦

▼
保
育
対
象
＝
二
歳
か
ら
就
学

前
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼

８

泉
南
韓
国
語
ク
ラ
ブ

は
じ
め
て
の
韓
国
語

建
築
士
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト

商
工
業
者
の
た
め
の

個
別
相
談
を
実
施

タ
オ
ル
バ
ザ
ー
ル
を

開
催
し
ま
す

就
業
支
援
講
習
会

受
講
生
募
集

ス
ペ
イ
ン
語
教
室

参
加
者
募
集

泉南市立青少年の森は、青少年が自然に親し

み、規律ある生活を通して、健全な青少年の育

成を図るキャンプ場です。なお日帰り（午前九

時～午後五時）の利用受付のみで宿泊の利用受

付はありません。

▼とき＝７月１日貊～８月３１日貉

▼使用料＝一般（１８歳以上）１００円、青少

年（１７歳以下）５０円いずれも日帰り料金

▼申込み・問合せ＝６月１０日貊から利用受付

を開始。申込用紙に記入し使用料を添えて使用

日の３日前（但し、土日祝日は除く）までに生

涯学習課（内線２５２）へ



平
成
十
七
年
度
の
物
品
納
入
の
入
札

等
参
加
資
格
審
査
申
請
の
追
加
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
二
月
の
定
期

受
付
時
に
申
請
を
忘
れ
た
方
は
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
三
日
貅
・
二
十
四

日
貊
午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
（
但
し
、

正
午
か
ら
午
後
一
時
は
除
く
）

▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所
二
階
契
約
検
査
課

▼
受
付
対
象
業
務
＝
物
品
関
係

▼
申
請
で
き
る
方
＝
定
期
受
付
時
に
申

請
さ
れ
て
い
な
い
市
内
業
者
の
方

※
市
内
業
者
と
は
泉
南
市
内
に
本
店
又

は
支
店
の
あ
る
方
で
す
。

▼
申
請
書
配
布
・
問
合
せ
＝
六
月
十
三

日
豺
か
ら
受
付
終
了
時
の
間
に
契
約
検

査
課
で
（
内
線
二
一
六
）
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

6月2日,9日,23日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
会議室２ 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 

市役所 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

納税課 
薀83-0001 
（内線233） 
国保年金課 
薀83-0001 
（内線259） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111 毎月１０日（土日 

祝日は翌執務日） 
午後５時４５分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

関西国際空港情報：№61

国内初！空港間スタンプラリ
ー実施中
～関空を使って航空券など豪
華賞品を当てよう！！～
関空と結ばれる新千歳／羽

田／福岡／那覇の各路線に搭
乗されるお客様を対象に、抽
選で豪華賞品が当たるスタン
プラリーを実施中です。この
機会にぜひ関空をご利用くだ
さい！
▼開催期間＝４月１日貊～６
月３０日貅
▼対象路線＝関空と新千歳／
羽田／福岡／那覇を結ぶ路線
▼問合せ＝空港案内薀碚２５
００
※詳細についてはホームペー
ジをご覧ください。

h t t p : / / w w w . k a n s a i -
airport.or.jp/
北海道路線　続々新規就航！
６月１日より、関空から釧

路・とかち帯広・稚内への便
が就航しました。関空は北海
道７都市と１日あたり計１６
便で結ばれることになり、ぐ
っと便利になりました。
＜新たな就航都市＞
釧路（１便／日）
とかち帯広（１便／日）
稚内（１便／日）
▼問合せ＝航空営業一グルー
プ薀碚２１０９　
※スケジュール・金額等
は、各航空会社へお問い
合わせください。

物
品
関
係
の
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
の
追
加
受
付

Ⅰ
福
祉
相
談

セ
ン
タ
ー
職
員
が
生
活
全
般
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
▼
と
き
＝
月
〜
金
曜
日
、

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半
（
火
・
木
は

午
後
七
時
半
ま
で
）

Ⅱ
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

肢
体
・
視
覚
・
聴
覚
に
障
害
の
あ
る

相
談
員
（
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
や
悩
み
を
お
聞
き
し
、

や
り
た
い
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
肢
体
障
害
＝
毎
週

水
曜
日
、
笆
視
覚
障
害
＝
毎
週
金
曜
日
、

笳
聴
覚
障
害
＝
第
一
・
三
週
土
曜
日
・

第
二
・
四
週
月
曜
日
※
い
ず
れ
も
午
前

九
時
〜
午
後
五
時

Ⅲ
障
害
者
等
住
宅
改
造
相
談

一
級
建
築
士
が
障
害
者
・
高
齢
者
等

に
適
し
た
住
宅
の
建
築
や
改
修
の
相
談

に
応
じ
、
改
修
方
法
や
制
度
の
紹
介
を

行
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
毎
月
第
四
木
曜

日
、
午
後
一
時
半
〜
四
時
半
（
要
予
約
）

▼
そ
の
他
＝
い
ず
れ
も
ご
自
宅
に
お
伺

い
し
て
の
訪
問
相
談
も
可
能
で
す
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
予
約
・
問
合
せ
＝
せ
ん
な
ん
ピ
ア
セ

ン
タ
ー
薀
祗
０
１
１
４
蕭
祗
２
１
１
７

大
阪
府
で
は
、

身
体
障
害
者
の
方

に
対
し
て
、
日
常

生
活
動
作
の
補
助

及
び
自
立
と
社
会

参
加
の
促
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
大
阪
府
身
体
障
害
者
補
助
犬

（
盲
導
犬
、
介
助
犬
、
聴
導
犬
）
貸
与
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
六
月
一
日
貉
〜
六
月
三

十
日
貅

▼
応
募
資
格
＝
▽
大
阪
府
内
に
（
大
阪

市
を
除
く
）
に
一
年
以
上
居
住
し
満
十

八
歳
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
の

方
（
そ
の
他
詳
細
な
資
格
は
要
確
認
）

で
補
助
犬
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方

▼
申
込
方
法
＝
申
請
書
を
泉
南
市
高
齢

障
害
福
祉
課
窓
口
に
て
配
布
※
府
選
考

審
査
会
に
て
貸
与
候
補
者
を
決
定
（
貸

与
予
定：

三
頭
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
〒
五
四
〇
・
八

五
七
〇
大
阪
府
健
康
福
祉
部
障
害
保
健

福
祉
室
計
画
推
進
課
社
会
参
加
支
援
Ｇ

へ
薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
蕭

０
６
・
６
９
４
２
・
７
２
１
５

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
非
営
利
法
人
が
障
害

者
や
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
な
ど

移
動
に
制
約
が
あ
る
方
に
対
し
有
償
で

実
施
す
る
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
福

祉
車
両
を
使
用
し
た
福
祉
有
償
運
送
に

つ
い
て
、
市
町
村
と
地
域
の
関
係
者
で

構
成
さ
れ
た
運
営
協
議
会
の
協
議
を
経

て
、
道
路
運
送
法
の
許
可
を
取
得
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
許

可
を
得
る
た
め
の
申
請
受
付
が
開
始
さ

れ
ま
す
。

▼
受
付
＝
泉
南
市
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
九
）
※
対
象
法
人
及
び
提
出

書
類
等
詳
し
い
内
容
は
、
左
記
大
阪
府

福
祉
有
償
運
送
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。h

ttp
://w

w
w
.p
ref.osak

a.

jp/fukushiseisaku/yuso/index.htm
l

市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
独
居
高
齢

者
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い

方
々
を
対
象
に
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
独
居
高
齢
者
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
ま
で
の
間
、
安
心
し
た

生
活
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
と
実
施
す

る
も
の
で
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
対
象
者
宅
を
一
件
一
件
訪
問

し
今
の
生
活
状
態
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
お
よ

び
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

対
象
者
の
方
々
に
高
齢
障
害
福
祉
課
か

ら
お
知
ら
せ
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
四
）

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
す
る

と
、
年
金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り

ま
す
。
遺
族
の
方
は
、
速
や
か
に
「
死

亡
の
届
」
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出

が
遅
れ
ま
す
と
、
後
で
返
納
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
年
金
は
死
亡
し
た
月
ま
で
支

給
さ
れ
、
死
亡
さ
れ
た
方
に
支
払
わ
れ

る
年
金
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、
遺
族

の
方
が
未
支
給
年
金
と
し
て
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
届
け
出
先
は
、
受

給
し
て
い
る
年
金
の
種
類
で
異
な
り
ま

す
の
で
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
▼

問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）
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せ
ん
な
ん
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
　

障
害
者
相
談
受
付

福
祉
有
償
運
送
の
申
請
受
付
　

を
開
始
し
ま
す
！

補
助
犬
の
利
用
者
を

募
集
し
ま
す

独
居
高
齢
者
へ
訪
問
調
査

を
行
い
ま
す

年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た

と
き
は
届
出
を



児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
小
学
校
第
三

学
年
修
了
前
特
例
給
付
を
受
け
て
い
る
方

は
、
六
月
中
に
「
児
童
手
当
・
特
例
給

付
・
小
学
校
第
三
学
年
修
了
前
特
例
給
付

現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
所
得
の
増
減
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
必

ず
六
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

現
況
届
の
用
紙
は
六
月
一
日
貉
頃
、
受
給

者
の
方
宛
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課（
内
線
三
一
二
）

泉
南
市
で
は
、
市
内
公
立
保
育
所
に
通

っ
て
い
る
子
ど
も
達
の
給
食
時
に
一
律
の

給
食
を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の

食
物
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
に
対
し

て
個
々
に
そ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し
た

給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
回
各
保
育
所
の
職
員
に
対
し
て
、
保

育
の
中
で
の
給
食
に
つ
い
て
の
意
義
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
児
に

対
し
て
の
安
全
な
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て

統
一
的
な
認
識
を
も
つ
た
め
、
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し

た
。こ

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
児

に
対
し
て
安
全
な
給
食
を
提
供
す
る
目
的

で
作
成
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課（
内
線
二
八
一
）

泉
南
市
で
は
、
四
月
八
日
よ
り
「
子
ど

も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
が
市
内
の
二
十

四
校
園
を
対
象
に
登
下
校
時
の
通
学
路
等

の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
、
子

ど
も
を
犯
罪
や
事
故
か
ら
守
る
保
護
活
動

及
び
抑
止
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市

内
全
小

学
校
に

来
校
者

の
受
付

け
・
緊

急
時
の

通
報
等

の
用
務

を
行
う

受
付
け

要
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

▼
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
活
動
時
間
＝
午
前
七

時
半
〜
九
時
半
、
午
後
二
時
〜
五
時

（
長
期
休
業
中
も
実
施
し
ま
す
）

▼
問
合
せ
＝
指
導
課
（
内
線
二
七
七
）

子
ど
も
を
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

▼
と
き
＝
六
月
八
日
貉
午
後
二
時
〜

▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
指
導
課
（
内
線
二
七
七
）

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
支
給
法
が
改
正
さ
れ
、
戦
没
者
等
の
遺

族
の
う
ち
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
に
お

い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給

権
を
有
す
る
遺
族
が
い
な
い
場
合
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
お
一
人
に
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
四
十
万
円
、
十
年

償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
笊
平
成
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方
笆
戦
没
者
等

の
子
笳
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
①
父
母
、
②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄

弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成
十
七
年
四
月
一

日
に
お
い
て
改
氏
婚
又
は
遺
族
以
外
の
方

と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま

す
。）
笘
笊
〜
笳
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹
笙
笊
〜
笘
以
外

の
三
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
等
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）
▼
請

求
期
限
＝
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課（
内
線
三
一
〇
）
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　 　 　 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯
琥 筍 笋 琺 瑕 琿 瑟
瑙 筧 筰 瑩 瑰 瑣 瑪
瑶 箟 箍 璞 璧 珈 玳
珎 笘 笙 珥 腟 珞 璢

6月1日～7月9日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙繞筰瑩瑰瑣瑪
瑶繻箍璞璧珈玳
珎縟笙珥珮珞璢

　　　珈玳珎玻
珀縋笵珞璢琅瑯
琥繃笋琺瑕琿瑟
瑙繞筰瑩瑰瑣瑪
瑶繻箍璞璧珈玳
珎縟笙珥腟珞璢

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

6月1日～7月9日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

6月1日～7月9日・薀祟４３６１ 

児
童
手
当
等
の
現
況
届

の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
児
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

子
ど
も
安
全
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

戦
没
者
の
遺
族
の
方
に

特
別
弔
慰
金
を
支
給

み
な
さ
ん
が
も
っ
て
い
る
大
切
な
も
の

で
、
泉
南
市
の
誇
る
「
た
か
ら
も
の
」
を

募
集
し
ま
す
。

▼
「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」
と
は
？

み
な
さ
ん
が
「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も

の
」
で
あ
る
と
強
く
思
い
、
後
世
に
残
し

活
用
し
た
い
と
強
く
思
う
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
古
い
民
家
や
石
碑
な
ど
の
建

造
物
、
工
芸
品
、
昔
か
ら
伝
わ
る
踊
り
や

音
楽
、衣
食
住
に
関
わ
る
伝
統
的
な
習
慣
、

伝
統
的
な
衣
服
や
道
具
、
植
物
や
動
物
な

ど
の
文
化
財
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
写
真
や

映
像
な
ど
の
記
録
、
昔
話
や
郷
土
料
理
、

地
域
の
特
産
品
の
作
り
方
な
ど
の
記
憶
や

知
識
や
技
術
な
ど
、
泉
南
市
に
関
係
す
る

も
の
な
ら
「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」

で
す
。

▼
募
集
の
目
的

①
市
内
の
文
化
財
を
調
査
し
活
用
す
る
た

め
に
、「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」
の

調
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

②
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
「
せ
ん
な

ん
の
た
か
ら
も
の
」
を
活
用
し
、
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
そ
の
方
法
を
考
え
て
い
く
予

定
で
す
。
な
お
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」
は
、

展
示
会
な
ど
の
催
し
な
ど
で
活
用
す
る
予

定
で
す
。

▼
応
募
の
条
件

所
有
者
の
方
か
ら
の
申
込
み
が
必
要
で

す
。

▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館
薀
祟
６
７
８

９
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
『
か
し

の
き
号
』
が
Ｎ
Ｏ
X
・
Ｐ
Ｍ
法
（
排
ガ
ス

規
制
）
に
よ
り
、
九
月
三
日
貍
ま
で
に
廃

車
し
、
新
車
を
入
替
え
購
入
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か

ら
自
動
車
図
書
館
の
名
称
募
集
を
行
な

い
、
審
査
の
上
二
台
目
自
動
車
図
書
館
の

名
称
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ま
の
応
募
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
六
月
三
十
日
貅
消
印
有
効

ま
で
に
図
書
館
で
の
窓
口
応
募
又
は
官
製

は
が
き
に
『
名
称
』
と
『
そ
の
理
由
』、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
五
泉
南
市

馬
場
一
・
二
・
一
泉
南
市
立
図
書
館
へ
薀

祗
７
７
６
６

自
動
車
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て

い
ま
す
。
は
じ
め
て
本
を
借
り
ら
れ
る
方

は
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
お
一
人
に
つ
き
八
冊
ま
で
本
を

借
り
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
巡

回
場
所
、
日
時
は
下
記
巡
回
日
程
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大
雨
洪
水
警
報
発

令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ
り
、
巡
回
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
祗
７
７
６
６

泉
南
市
で
は
十
月
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
一
丘
幼
稚

園
内
で
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の

登
録
を
受
付
け
中
で
す
。

会
員
登
録

笊
利
用
会
員
　
お
お
む
ね
十
歳
ま
で
の
子

ど
も
が
い
る
方
。「
実
際
に
利
用
す
る
か

ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
方
も
歓
迎

し
ま
す
。

笆
協
力
会
員
　
子
ど
も
が
好
き
で
、
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

年
齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
保
育
施
設
へ
の
送
迎
の
み
、
昼
間
、
日

曜
日
な
ど
都
合
に
あ
わ
せ
て
登
録
し
て
い

た
だ
け
ま
す
）

笳
両
方
会
員
　
利
用
会
員
と
協
力
会
員
を

兼
ね
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
協
力
会
員
・
両
方
会
員
の
方
は
、
講
習

会
や
交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
登
録
料
・
年
会
費
は
無
料
。
登
録
は
随

時
で
き
ま
す
。
会
員
の
登
録
を
さ
れ
る
方

は
児
童
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
会
員
登
録
・
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課

（
内
線
二
四
二
）
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

6月1日～7月9日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

①  
①  
②  
②  
③  
③  

⑮  
⑮  
⑯  
澑  
濂  
濂  

⑥  
⑥  
⑦  
⑦  
①  
①  

⑳  
⑳  
澡  
澡  
⑮  
⑮  

⑬  
⑬  
⑭  
⑭  
⑧  
⑧  

濕  
濕  
濬  
濬  
澤  
澤  

⑧  
⑧  
⑨  
⑨  
⑩  
⑩  

澤  
澤  
澹  
澹  
濆  
濆  

6月 7月 7月 6月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　珈玳珎玻
珀笞珮珞璢琅瑯
琥筍琲琺瑕琿瑟
瑙筧瑜瑩瑰瑣瑪
瑶箟璋璞箚珈玳
珎笘珀珥珮珞璢

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

自
動
車
図
書
館
の
名
称

募
集
に
つ
い
て

「
せ
ん
な
ん
の
た
か
ら
も
の
」

を
募
集
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中



六
月
一
日
貉
〜
三
十
日
貅
ま
で
の
期

間
、
大
阪
府
内
に
お
い
て
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除

強
化
月
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ゴ
キ
ブ
リ

に
よ
る
感
染
症
や
食
中
毒
を
防
止
し
、
快

適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
環
境

整
備
課
で
は
期
間
中
に
ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
剤

（
数
量
に
限
り
あ
り
）
を
ご
希
望
の
方
に

配
布
し
ま
す
。
駆
除
剤
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
環
境
整
備

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
＝
環

境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）

テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、

エ
ア
コ
ン
の
５
品
目
に
つ
い
て
は
、
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
っ
て
市
で
は
処
分
す

る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
買
い
換
え
る
場
合
＝
笊
買
い
換
え
る
店

に
引
き
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
廃
棄
す
る
場
合
＝
笆
廃
棄
す
る
製
品
を

買
っ
た
店
に
連
絡
の
上
、
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
笳
廃
棄
す
る
製
品
を
買
っ
た
店
が

廃
業
、
ま
た
は
引
越
し
な
ど
で
引
渡
し
が

困
難
な
場
合
は
、
運
搬
の
で
き
る
市
内
許

可
業
者
ま
た
は
、
市
内
協
力
家
電
小
売
店

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
笘
自
分
で
指
定

引
き
取
り
場
所
（
岸
和
田
市
、
泉
大
津
市
）

に
持
ち
込
む
。

▼
引
き
渡
し
に
必
要
な
費
用
＝
笊
笆
笳
場

合
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
＋
消
費
税
＋
収
集

運
搬
料
金
笘
場
合
は
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
＋

消
費
税
＋
振
込
手
数
料
（
郵
便
局
）

※
注
意：

そ
れ
ぞ
れ
の
金
額
と
支
払
い
方

法
等
に
つ
い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
や
許
可
業

者
、
家
電
小
売
店
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

家
電
製
品
は
永
く
大
切
に
使
用
し
ま
し

ょ
う
。
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
五
品
目
（
テ
レ

ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
エ
ア

コ
ン
）
が
役
目
を
終
え
た
後
は
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
許
可
業
者
、
家
電

小
売
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
等
、
適

正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
家
電
製
品
は
、
不
燃
ご
み
と

し
て
、
電
話
申
込
に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

六
月
一
日
貉
〜
三
十
日
貅
は
土
砂
災
害

防
止
月
間
で
す
。
近
年
、
異
常
な
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
土
石
流
、
が
け
崩
れ
な
ど
の

土
砂
災
害
が
発
生
し
、
人
命
・
家
屋
な
ど

に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
土
砂
災
害
の
発
生
し
や
す
い
長
雨
の

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
土
砂
災
害
に
対
す

る
備
え
や
避
難
場
所
の
再
確
認
を
し
ま
し

ょ
う
。
▼
日
頃
か
ら
天
気
予
報
な
ど
に
注

意
＝
台
風
時
や
集
中
豪
雨
時
は
も
ち
ろ

ん
、
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で

天
気
予
報
を
確
認
し
て
気
象
の
変
化
に
関

心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
▼
避
難
場
所
・
避
難

経
路
を
確
認
＝
家
族
で
避
難
場
所
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
避
難
時
は
女
性
や

子
ど
も
を
優
先
し
、
家
族
が
離
れ
て
い
る

場
合
の
集
合
場
所
や
安
全
の
確
認
方
法
を

決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
▼
緊
急
時
の
携
行

品
は
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
準
備
＝
緊
急
時

に
備
え
て
貴
重
品
、
洋
服
や
下
着
、
非
常

用
食
料
等
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

停
電
に
備
え
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
の
準
備

も
大
切
で
す
。
荷
物
は
避
難
の
邪
魔
に
な

ら
な
い
よ
う
、
持
ち
出
し
易
い
よ
う
必
要

最
小
限
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
▼
問
合
せ
＝

施
設
管
理
課
（
内
線
五
六
三
）
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家
電
五
品
目
は
不
燃
ご
み

と
し
て
収
集
で
き
ま
せ
ん

ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
強
化
月
間

知
っ
て
い
ま
す
か
？

土
砂
災
害
防
止
月
間

※現在使用中の電話機、ＦＡＸ等は取り替えずに

そのまま使用できます。但しワンタッチダイヤル

等に市内局番から登録されている相手方がある場

合、登録の変更が必要です。

※「１１０」、「１１９」などの電話番号や、フリ

ーダイヤル番号は変わりません。また、料金（回

線使用料、ダイヤル通話料）の変更もありません。

※堺市、池田市、茨木市、寝屋川市など既に市外

局番が「０７２」の地域や、今回、市外局番が

「０７２」となる八尾市等の地域への通話は、従

来どおり市外通話として、市外局番「０７２」か

らダイヤルしてください。

▼問合せ＝総務省近畿総合通信局情報通信部電気

通信事業課薀０６・６９４２・８５１８蕭０６・

６９２０・０６０９

市外局番「０７２４」を使用している地域では、

市内局番の容量を拡大するため、次のとおり番号

を変更します。

▼変更日時＝平成１８年５月２８日午前２時

▼変更内容＝現在ご使用の市外局番の末尾「４」

がとれて、市内局番の先頭につきます。

★現在の番号　　０７２４－△△－□□□□

★変更後の番号　０７２－４△△－□□□□
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（№５３） 

「学びの楽しさ」を確かなものに！西信達中学校 
本校では、生徒の学習意欲の向上のために、「教科

総合学習」を導入しています。

その１つとして「関西空港インタビューツアー」に

取り組みました。生徒たちは関空で出会った多くの外

国の人々とのインタビューを通して英語学習の醍醐味

を満喫しました。本校では、一昨年度より、「英会話」

の実践力を重点学習の一つとし、「実用技能英語検定」

等へも積極的にチャレンジしてきましたが、その成果

も含め、この取り組みは、

生徒達の「英語学習への意

欲」を確かなものにしまし

た。又、この取り組みで知

り合った外国の方とのエア

メール等で、今も引き続い

て国際交流・異文化理解を

深めています。

（関西空港インタビューツ

アー）

２つ目として、「百

人一首大会」の取り組

みでは「日本の古典・

文化に親しむ」という

学習の観点で、生徒達

の興味・関心が大いに

喚起されました。国語

科や社会科学習とリン

クさせながら、「生徒たちの知的好奇心」をゲーム感

覚も交えながら膨らませていく中で、生徒達の「学び

の楽しさ」が覚醒されていく様子が伺えました。

これらの他にも、本校では生徒たちが「確かな学力」

を獲得するために、「基礎基本の徹底」をベースにし

た様々な授業改善を実施しています。「学びの楽しさ」

を体験することにより、生徒自らが「学ぶ意欲」を向

上させ、「確かな学力」を身につける、そして自らの

「生きる力」の獲得に繋げていく、このような取り組

みを、今後更に深めていきます。（百人一首大会）

外
国
人
の
ほ
と
ん
ど
の
方
は
、
適
正

な
手
続
き
に
よ
り
入
出
国
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
一
方
で
不
法
就
労
を
目
的
と
し

て
入
国
や
偽
変
造
旅
券
等
を
行
使
し
て

の
不
法
入
国
な
ど
入
国
手
段
も
悪
質
、

巧
妙
化
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
、
平
成

十
七
年
一
月
一
日
現
在
の
不
法
残
留
外

国
人
数
は
二
十
万
七
、
二
九
九
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

働
く
事
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
在
留

資
格
の
外
国
人
を
雇
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
外
国

人
を
雇
用
す
る
場
合
は
必
ず
、
旅
券

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）、
外
国
人
登
録
証
明
書
、

就
労
資
格
証
明
書
、
資
格
外
活
動
許
可

証
な
ど
で
、「
在
留
期
間
」「
在
留
資
格
」

等
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
※
不
法
滞

在
や
不
法
就
労
に
関
す
る
情
報
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
警
察
署
又
は
大

阪
入
国
管
理
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
磚
１

２
３
４
又
は
大
阪
入
国
管
理
局
関
西
空

港
支
局
薀
碚
１
４
５
３

最
近
、
市
内
に
お
い
て
宅
内
給
水
管

の
汚
れ
を
無
料
点
検
す
る
等
の
趣
旨
で
、

ご
家
庭
を
業
者
が
訪
問
す
る
と
い
う
ケ

ー
ス
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

宅
内
給
水
管
の
清
掃
は
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
そ
の
よ
う

な
業
者
と
泉
南
市
水
道
部
と
は
一
切
関

係
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
　
薀
祗
６

５
５
１

農
地
転
用
等
の
申
請
締
切
日
は
毎
月

末
で
す
が
、
七
月
分
の
大
阪
府
の
審
査

日
が
七
月
十
三
日
貉
で
す
の
で
、
泉
南

市
七
月
農
業
委
員
会
定
例
会
を
例
月
よ

り
早
く
開
催
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農

地
転
用
許
可
等
の
申
請
締
切
日
を
六
月

二
十
日
豺
に
変
更
し
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
農
業
委
員
会
事
務
局
（
内

線
五
五
一
）

平
成
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
府
政
相

談
の
直
通
電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

▼
変
更
前
の
電
話
番
号
＝
０
６
・
６
９

４
３
・
７
０
０
０
▼
変
更
後
の
電
話
番

号
＝
０
６
・
６
９
４
４
・
６
２
３
４

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
知
事
公
室
広
報
室

府
民
情
報
課
広
聴
相
談
グ
ル
ー
プ
薀
０

６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１

外
国
人
の
不
法
滞
在
・

不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
を

宅
内
給
水
管
の
清
掃
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

総
合
府
民
相
談
室
府
政

相
談
の
電
話
番
号
の
変
更

農
地
転
用
許
可
等
の
申
請

締
切
日
の
変
更
に
つ
い
て
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得
に
限
る
）
が
一
定
以
下
で
、
当
該
年
度

中
の
所
得
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
※
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

納
期
限
が
経
過
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

減
免
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
市
民
税
係
（
内
線
二

五
一
・
二
三
八
）

広
報
せ
ん
な
ん
五
月
号
に
掲
載
し
ま
し

た
、
ま
ち
か
ど
ス
ナ
ッ
プ
「
西
信
達
保
育

園
体
験
入
園
交
流
会
」
に
係
る
記
事
に
お

い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
訂
正
＝
「
社
団
法
人
ル
ン
ビ
ニ
園
」
は

「
社
会
福
祉
法
人
ル
ン
ビ
ニ
園
」、「
４
月

入
園
予
定
の
８
人
」
は
「
４
月
入
園
予
定

の
約
20
人
」

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課

お
詫
び
と
訂
正

泉南市の国民健康保険税は次の４種類の計算

式の合計で算出されます。

笊所得割＝所得に対して賦課される保険税で

す。基準となるのは当該年度の市民税額で、税

率は450／100です。（介護分は60／100を乗じま

す。）※他の市町村から平成１７年１月１日以

降泉南市に転入された方の場合は、転入前の市

町村への所得照会後で所得割が賦課されますの

で、第二期以降の納期から増額されることがあ

ります。

笆資産割＝泉南市内に保有する固定資産に対し

て賦課される保険税です。基準となるのは当該

年度の固定資産税額（都市計画税を除く）で、

税率は67／100です。（介護分は4.9／100）

笳均等割（人数割）＝加入被保険者一人あたり

の保険税です。赤ちゃんからお年寄りまで、加

入していれば必ず年間に３１，３４０円が賦課

されます。（介護分は年間５，７６０円です。）

笘平等割（世帯割）＝加入世帯一世帯あたりの

保険税です。加入人数では変わりませんが、必

ず年間に４０，０９０円が賦課されます。（介

護分は年間３，６００円です。）

笊＋笆＋笳＋笘＝年間保険税です。この計算で

医療分の限度額は４６０，０００円で、介護保

険分の限度額は７０，０００円となります。介

護分については、４０歳以上６５歳未満の介護

保険第二号被保険者に該当される方のみ賦課さ

れます。年度途中での異動は月割で未加入期間

を控除します。

保険税は、当該年度の市民税額をもとに計算

されますのでご注意ください。また、申告が遅

れると、修正された市民税をもとに追加徴収さ

れることがあります。申告にご協力をお願いし

ます。

保険税の納期数は１０期になっており、６月

から９月までは暫定賦課額です。１０月に賦課

額が確定しますが、その際に法令で定められた

範囲で、低所得世帯には均等割・平等割が軽減

措置されます。

保険税は、各世帯の世帯主がまとめて納めま

す。世帯主が国保ではなく、職場の健康保険に

加入している場合でも、家族に一人でも国保の

加入者がいれば、納付の義務者は世帯主となり

ます。（擬制世帯主）

また、無保険の状態から国民健康保険に加入

する場合は最大で３年間分の保険税を遡って納

めていただきます。

※口座振替済通知書兼領収証書の廃止について

経費削減のため平成１７年度より口座振替済

通知書兼領収証書を廃止させて頂くことになり

ました。振替済納付額については、通帳記入の

上、確認をお願いします。何卒、ご理解とご協

力をお願いします。

▼問合せ＝国保年金課（内線３８０）
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笊
夫
、
妻
と
も
に
市
内
に
住
ん
で
お
り
、

個
人
市
民
税
の
均
等
割
を
納
め
る
夫
と
生

計
を
一
に
す
る
妻
の
個
人
市
民
税
の
均
等

割
非
課
税
措
置
の
廃
止

平
成
十
七
年
度
は
二
分
の
一
の
額（
一
、

五
〇
〇
円
）
で
課
税
し
、
平
成
十
八
年
度

以
降
は
全
額
（
三
、
〇
〇
〇
円
）
で
課
税

※
個
人
府
民
税
の
均
等
割
額
は
、
平
成
十

七
年
度
は
二
分
の
一
の
額
（
五
〇
〇
円
）

で
課
税
し
、
平
成
十
八
年
度
以
降
は
全
額

（
一
、
〇
〇
〇
円
）
で
課
税
。

笆
配
偶
者
特
別
控
除
の
う
ち
控
除
対
象
配

偶
者
（
合
計
所
得
金
額
が
三
十
八
万
円
以

下
の
配
偶
者
）
に
つ
い
て
配
偶
者
控
除
に

上
乗
せ
し
て
適
用
さ
れ
る
部
分
の
控
除
を

廃
止

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
市
民
税
係
（
内
線
二

五
一
・
二
三
八
）

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
、

申
請
に
基
づ
き
、
市
・
府
民
税
が
減
免
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

笊
災
害
（
火
災
、
風
水
害
な
ど
）
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
場
合

笆
生
活
扶
助
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合

笳
前
年
度
の
所
得
（
自
己
の
勤
労
に
基
づ

い
て
得
た
事
業
所
得
・
給
与
所
得
・
雑
所

平
成
十
七
年
度

個
人
市
民
税
改
正

市
・
府
民
税
の

減
免
制
度
に
つ
い
て

平成１７年度の市・府民税の納期と出張徴収

の日程をお知らせします。市税の納期内納付に

ご理解とご協力をお願いします。

▼市・府民税の納期＝次表をご覧ください。

▼市・府民税の出張徴収を実施します＝次表を

ご覧ください。

※時間はいずれも午前１０時から午後４時まで

▼納期前納付の報奨金＝個人の市・府民税（普

通徴収分）については、その納期が年４回に分

かれていますが、第１期の納期に当該年度の税

額を一括してお納め（前納）になりますと納期

前納付報奨金が交付されます。

▼前納報奨金の支払方法＝全期分前納用納付書

により、年税額から報奨金に相当する金額を差

し引いた額で納付いただくことができます。

▼注意＝第１期の納期限を過ぎますと前納報奨

金は交付されませんので、ご注意ください。

▼問合せ＝納税課（内線２３５・２３６）

市・府民税（普通徴収）、固定資産税（償却

資産を含む）・都市計画税、軽自動車税の納付

については、口座振替（自動振替）をお申込み

になりますと、預貯金口座から自動的に振り替

えてお納めいただくことができます。一度お申

込みいただくと、翌年以降も継続して納税いた

だくことができます。安心で便利な口座振替

（自動振替）をご利用ください。

▼手続きはとっても簡単です！＝お取引されて

いる金融機関（納付書に記載を参照）、郵便局

の窓口にある※申込み用紙に必要事項をご記入

いただき、手続きを行ってください。※申込み

用紙は、泉南市内の市税取扱い金融機関、郵便

局、市役所納税課窓口に設置しています。

手続きに必要なもの

①通帳のお届け印②納税通知書③※市税口座振

替申込書

▼問合せ＝納税課（内線２３５・２３６）

税　目 

市・府民税 
6月17日 
　　～ 
　6月30日 

8月1日 
　　～ 
　 8月31日 

11月1日 
　　～ 
　11月30日 

平成18年 
１月4日～ 
　１月31日 

第１期分 第２期分 第３期分 第４期分 

※市税は納期内に納めましょう 
※市税の納付には安心・便利な口座振替をご利用ください 

月　日 ６月27日豺 
兎田老人集会場 

西信達公民館 

岡中老人集会場 

幡代老人集会場 

馬場老人集会場 

６月28日貂 

場　所 
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直通　薀 祀２８５５

「人権の歴史を〈大和〉で問いなおす」
江戸時代中期以降、たび重なる飢饉、幕府･各藩の

財政困窮などにより百姓一揆が起きました。
文政元年（１８１８年）龍門郷

りゅうもんごう

１４カ村が立ちあ
がり強訴を行ない、代官を倒したが、奈良奉行が首
謀者を極刑に処しみじめな結果に終わる。その後、
天保の大飢饉の最中、天保３年（１８３２年）に多

とう

武峰
のみね

の朱印地
しゅいんち

の農民が立ちあがる。このような歴史
を有する地を訪ね、寺や石仏、塔や石垣に刻まれた民
衆の思いに接し、歴史を通して人権について学ぶ機会
となればと思います。
▼とき＝笊６月２５日貍午前８時～午後６時＜予定＞

笆７月２日貍午前８時～午後６時＜予定＞
▼対象＝笊 西信達・新家・一丘・砂川校区のみなさん　　

笆 樽井・鳴滝・信達・雄信・東校区のみなさん
▼講師＝伊ヶ崎

いかざき

淑彦
よしひこ

さん（歴史研究家）
▼行程＝各校区集合場所～吉野宮滝遺跡

よしのみやたきいせき

～蜻蛉
せいれい

の滝～山
口神社～平尾代官所跡～唐古

からこ

・鍵
かぎ

ミュージアム～見はら
しの丘～各校区集合場所（行程は変更する場合もありま
す）
▼定員＝２５名（多数の場合は抽選）
▼参加費＝無料（昼食代は各自負担：１，０００円程度）
▼申込み・問合せ＝６月１６日貅必着までに、ハガキ、
FAX又はEメールにて、校区名、住所、氏名、電話番号、
「校区フィールドワーク希望」、手話通訳希望（必要な方
のみ）を明記の上、〒590-0592（住所不要）泉南市役所
人権推進課薀祀２８５５（直通）、蕭祗００７５、E-
mail:jinken@city.sennan.lg.jpへ

「日本女性会議2005ふくい」に参加しませんか
「日本女性会議」は、1984年に女性問題の解決に向け、

名古屋市で開催されたのが最初で、それ以来、市民と

行政とのパートナーシップのもとに、毎年全国規模で

実施されています。今年は「女
ひと

と男
ひと

が創る豊かな未来

ともに語ろう不死鳥の郷土
さと

で」をテーマに、福井県福

井市で開催されます。

市民の自主的な研修を促進し、男女共同参画に対す

る意識の高揚と指導者の養成を図るため、参加に要す

る費用の一部を助成します。下記要領でご応募くださ

い。

▼とき＝10月7日貊～8日貍

▼ところ＝フェニックス・プラザ（福井市）他

▼対象＝過去に市主催の男女共同参画社会づくり講座

を受講したことがある方もしくは、男女共同参画ルー

ムで男女共同参画社会づくりのための活動を行ってい

るグループの方

▼定員＝3人（書類選考あり）

▼その他＝参加していただいた方には、後日報告書を

提出していただきます。

▼申込み＝6月6日豺から17日貊の間に封書またはＥメ

ールで住所、氏名、電話番号、受講した講座名もしく

はグループ名、申込み志望動機（300字程度）を記入

の上、〒590-0592（住所不要）泉南市人権推進課（Ｅ-

mail:jinken@city.sennan.lg.jp）へ

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

泉南市教育委員会・泉南市人権啓発
推進協議会・泉南市ＰＴＡ協議会では、
平成１７年度人権教育講座Ⅰを開催し
ます。豊かに出会い、つながりあって
いきませんか。そして、家庭・地域・
学校・職場など、それぞれの「生活の
場」で人権文化を創造しましょう。
▼とき・内容・講師＝次表の通り▼と

ころ＝樽井公民館・古代史博物館他▼
対象＝泉南市内在住・在勤の方、泉南
市内校園所のＰＴＡ関係者等▼定員＝
各講座４０名（但し、第４講座は申込
みされた方の中から、25名を抽選致し
ます。当選者には７月１５日貊頃にご
案内の通知を送付します。）▼参加費＝
無料（但し、第４講座の昼食代は各自
負担、詳細は当選者にお知らせ致しま
す。）▼その他＝▽一時保育は第１～第

３講座で、１歳～就学前・定員５
名／多数の場合は抽選。保険料５
００円が必要です。▽手話通訳あ
り※いずれも７月１日貊までに申
し込んでください。▽４講座通し
た受講でなくてもご参加できま
す。▼申込み・問合せ＝７月１日
貊までに、ハガキか電話で。〒
590-0592（住所不要）泉南市教育
委員会・生涯学習課（内線217）

と　き 

開講式・ 
第１講座 
７月６日貉 

樽井公民館 
多目的ホール 

古代史博物館 

樽井公民館 
多目的ホール 

奈良県橿原市 
御所市 

アルパde本音 
上ノ山幸代さん 
（心の相談員） 

向出佳司さん 
（皇學館大学） 

各施設専属の 
ガイドの方々 

辻本正教さん 
（部落解放同盟 
奈良県連書記長） 

部落差別とケガレ観 
～差別を生み出し、 
育んだもの～ 

～全村移転のむらと運動 
発祥の地をたずねる～ 
おおくぼまちづくり館・ 
水平社博物館と周辺 

人生・出会い 第２講座 
７月12日貂 

ところ 内　容 講　師 

午前10時～正午 

午後2時～4時 

第３講座 
７月21日貅 
午後2時～4時 

第４講座 
７月28日貅 
午前8時～午後5時 

講堂兼視聴覚室 ～茶の間・職場・まち かどの人間関係～ 

～自分をゆっくり 
見つめてみよう～ 

人権フィールドワーク 

うえのやまさちよ 

むかいでけいじ 

つじもとまさのり 

校
区
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

就
職
試
験
の
面
接
で
、
こ
ん
な
こ
と
を

聞
い
た
、
あ
る
い
は
聞
か
れ
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

▼
あ
な
た
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
出

身
地
は
ど
こ
で
す
か
？
家
族
の
職
業
を
言

っ
て
く
だ
さ
い
▼
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る

地
域
は
、
ど
ん
な
環
境
で
す
か
？
▼
お
父

さ
ん
（
お
母
さ
ん
）
が
い
な
い
よ
う
で
す

が
、
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
？
▼
尊
敬
す

る
人
物
を
言
っ
て
く
だ
さ
い
▼
結
婚
、
出

産
後
も
働
き
続
け
ら
れ
ま
す
か
（
女
性
に

対
し
て
の
質
問
）

家
族
の
出
身
地
や
職
業
な
ど
が
、
面
接

を
受
け
る
人
の
就
職
に
関
係
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
思
想
・
信
条
な
ど
は
憲

法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
個
人
の
自
由
権
に

属
す
る
こ
と
で
す
。
就
職
の
面
接
で
こ
の

よ
う
な
質
問
を
す
る
こ
と
は
、
本
人
の
責

任
の
な
い
事
項
や
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き

事
項
で
、
応
募
者
を
判
断
す
る
こ
と
に
な

り
、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。
採
用
選
考
で
は
、
次
の
二
点
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
実
施
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

笊
「
人
を
人
と
し
て
み
る
」
人
間
尊
重
の

精
神
、
す
な
わ
ち
応
募
者
の
基
本
的
人
権

を
尊
重
す
る
。

笆
応
募
者
の
も
つ
適
正
、
能
力
を
基
準
と

し
、
そ
の
人
の
資
質
や
長
所
を
見
い
だ
す

こ
と
を
通
じ
て
行
う
。

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、

応
募
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
履
歴
書
な
ど
の

取
り
扱
い
に
あ
た
っ
て
は
、
個
人
の
権
利

利
益
を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

大
阪
府
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
就
職
差
別

の
撤
廃
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平

成
十
年
に
「
大
阪
府
部
落
差
別
事
象
に
係

る
調
査
等
の
規
制
等
に
関
す
る
条
例
」
に

違
反
す
る
事
件
が
発
覚
し
、
今
な
お
、
応

募
者
本
人
の
適
正
と
能
力
に
基
づ
か
な
い

採
用
選
考
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

大
阪
府
で
は
、
六
月
を
「
就
職
差
別
撤

廃
月
間
」
と
定
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
様
々
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

応
募
者
の
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
就

職
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
市
民
・
事
業
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
職
差
別
撤
廃
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
八
日
貉

▼
と
こ
ろ
＝
南
海
樽
井
駅
前
と
Ｊ
Ｒ
和
泉

砂
川
駅
前

▼
問
合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

府
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
就
職
差
別
に
関

す
る
相
談
を
随
時
、
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

▼
開
設
期
間
＝
六
月
二
十
二
日
貉
〜
二
十

四
日
貊

▼
開
設
時
間
＝
午
前
十
時
〜
午
後
六
時

▼
相
談
電
話
番
号
＝
薀
０
６
・
６
９
４

４
・
８
２
３
０
／e-m

ail
:koyosuishin-

g
03@
sb
ox
.p
ref.osak

a.jp

※
Ｅ
メ
ー
ル

で
の
相
談
受
付
は
六
月
中
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推

進
室
薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１
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（２００5.6 ） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

６月１日貉 平成17年1月生 
７月６日貉 平成17年2月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防接種 
（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

６月22日貉 
午後12時半～２時 平成15年11月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

６月8日貉 
午後12時半～１時05分 平成13年11月生 

６月23日貅 
午後１時15分～45分 平成14年11月生 

歯みがき教室 ６月23日貅 
午後１時～１時20分 

平成14年10月生 
平成15年10月生 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

ＢＣＧ予防接種 ６月１日貉 
午後２時～３時 

生後３か月～６か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

 
６月はありません 

大阪府下の当日と翌日の献血場所は薀0120- 
524133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会薀82-7615

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

6月3日貊、13日豺、20日豺、 
27日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

６月20日豺 
午後１時～３時 

６月21日貂 
６月28日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ６月24日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ６月24日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
ブラッシング指導。予約不要。 
携行品は、母子手帳、歯ブラシ、コップ、筆記用具 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1・3火曜日 
▼東信達老人集会場第2・4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

随時 
市内の各医療機関へ直 
接申し込んでください。 

随時 
市内の各婦人科医療機 
関へ直接申し込んでく 
ださい。 

日本脳炎の予防接種 ６月７日貂、15日貉 午後１時半～２時半 
第1期は3歳～7歳6か月未満。初回接種は約1～4週間隔で2回。追加接種は初回接種の2回終了後、約1年後に1回。第2期 
は9歳～13歳未満。第3期は14～16歳未満。対象年齢内に1回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 直接申し込んでください 
生後12か月～７歳６か月未満。 
▼麻しん＝１歳～１歳３か月の間に１回▼風しん＝１歳から３歳の間に１回 

40歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎 
機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底 
検査を実施。便潜血検査２日法。 
※できるだけセットで受けてください。携行品は健康手帳。 
※費用＝基本健康診査1,000円、大腸がん検診200円 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361-10薀83-2357 
▼福本医院・婦人科 信達市場378薀83-2505 
▼宮城医院・婦人科 信達市場31-311薀82-7018 
▼新泉南病院・婦人科（金・土曜午前のみ）りんくう南浜3-7 
薀80-5618 
※40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだ 
けセットで受けてください。※費用＝600円 

20歳以上の市民 
平成17年5月1日～11月 
30日までの間に１回受 
診できます。 

21

▼
と
き
＝
八
月
十
八
日
貅
、
九

月
一
日
貅
の
午
後

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
二
十
歳
以
上
の
女
性

市
民

▼
定
員
＝
各
六
十
五
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

▼
費
用
＝
六
〇
〇
円

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）、
筆
記
用
具

▼
申
込
み
＝
六
月
二
十
四
日
貊

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
電
話
で

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
十
九
日
貊
、
二

十
九
日
豺
、
九
月
六
日
貂
、
十

月
十
四
日
貊
、
十
一
月
十
四
日

豺
、
十
五
日
貂
、
十
二
月
十
二

日
豺
の
午
前
・
午
後
（
時
間
予

約
制
）

四
十
歳
代
の
方
は
、
九
月
六
日

貂
、
十
月
十
四
日
貊
、
十
一
月

十
四
日
豺
の
午
後
の
み
と
な
り

ま
す
。

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
女
性

市
民

▼
定
員
＝
各
六
十
五
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

▼
費
用
＝
七
〇
〇
円

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
当
日
お
渡
し

し
ま
す
）、
バ
ス
タ
オ
ル
一
枚

▼
申
込
み
＝
六
月
二
十
七
日
豺

か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た

は
電
話
で

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
―

丈
夫
な
歯
は
、
健
康
づ
く
り

の
第
一
歩
で
す
。
一
生
自
分
の

歯
で
食
事
で
き
る
よ
う
に
、
歯

の
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
六
月
九
日
貅
、
八
月

十
八
日
貅
、
九
月
十
五
日
貅
の

午
前
十
時
〜
十
一
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

▼
費
用
＝
無
料

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳

▼
申
込
み
＝
予
約
は
不
要
で
す
。

受
付
け
時
間
内
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

直
接
実
施
医
療
機
関
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

▼
対
象
＝
▽
麻
し
ん
＝
生
後
一

歳
か
ら
一
歳
三
か
月
（
七
歳
六

か
月
未
満
）
の
間
に
一
回

▽
風
し
ん
＝
生
後
一
歳
か
ら
三

歳
（
七
歳
六
か
月
未
満
）
の
間

に
一
回
。
麻
し
ん
の
接
種
後
四

週
間
以
上
間
隔
を
あ
け
て
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
＝
無
料

▼
実
施
医
療
機
関
＝
▽
青
木
整

形
外
科
／
樽
井
五
・
三
七
・
一

七
／
祟
８
３
７
０
▽
イ
ッ
セ
イ

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
信
達
大
苗

代
六
二
・
四
四
・
二
一
三
／
祀

２
２
７
０
▽
小
上
医
院
／
新
家

三
四
六
一
・
一
／
祗
６
３
１
５

▽
く
れ
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
信
達
牧

野
六
〇
一
・
一
／
祕
０
３
４
０

▽
長
束
ク
リ
ニ
ッ
ク
／
新
家
六

三
〇
・
四
／
祗
１
２
２
０
▽
西

森
医
院
／
信
達
牧
野
三
六
一
・

一
〇
／
祟
２
３
５
７
▽
西
山
内

科
循
環
器
科
医
院
／
信
達
牧
野

八
八
六
・
一
／
祕
１
７
０
０
▽

野
上
病
院
（
六
歳
以
上
）
／
樽

井
一
・
二
・
五
／
祚
０
０
０
７

▽
福
本
医
院
／
信
達
牧
野
三
七

八
／
祟
２
５
０
５
▽
堀
越
内

科
／
岡
田
三
・
九
・
二
五
／
祗

７
６
７
６
▽
松
本
医
院
／
新
家

三
二
〇
九
／
祗
６
２
８
２
▽
松

本
内
科
胃
腸
科
／
新
家
三
一
七

九
・
五
／
祕
２
０
０
８
▽
宮
城

医
院
／
信
達
市
場
三
一
・
三
一

一
／
祗
７
０
１
８
▽
山
上
医

院
／
樽
井
六
・
一
〇
・
七
／
祟

２
５
０
１

▼
注
意
事
項
＝
▽
安
全
に
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体

調
の
良
い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
予
約
を
し
て
い
て
も
、
体
調

が
悪
い
と
き
は
接
種
を
見
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
。
▽
母
子
手
帳
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
＝
笊
明
ら
か
に
発

熱
の
あ
る
人
（
37.5
℃
以
上
）
笆

重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
笳
水

ぼ
う
そ
う
、
百
日
せ
き
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
な
ど
が
治
っ
て
か
ら

一
か
月
経
過
し
て
い
な
い
人
笘

家
族
や
遊
び
友
達
等
に
、
は
し

か
や
風
し
ん
、
水
ぼ
う
そ
う
等

に
か
か
っ
た
人
が
あ
り
、
潜
伏

期
間
が
過
ぎ
て
い
な
い
人
笙
ポ

リ
オ
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
生
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
か
ら
四
週
間
、
三

種
混
合
や
日
本
脳
炎
の
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
か
ら
一
週
間

経
過
し
て
い
な
い
人

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
―

泉
南
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
親
子
ク

ッ
キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
九
日
貊

午
前
十
時
〜
午
後
二
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者

▼
定
員
＝
親
子
十
五
組
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
一
人
に
つ
き
三
〇

〇
円
（
保
険
料
含
む
）

▼
携
行
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き
、
お

茶▼
申
込
み
＝
七
月
十
二
日
貂
ま

で
に
お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
し
て
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
蕭

祕
１
６
２
１
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

子
宮
が
ん
検
診
を
実

施
し
ま
す

麻
し
ん
と
風
し
ん
の

予
防
接
種

乳
が
ん
検
診（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
）を
実
施

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
親

子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

歯
科
健
診
を
実
施
し

ま
す



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）
※放送時間が４月から変更となっています。
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

６月　１日貉 
　　　～ 
６月１４日貂 

６月１５日貉 
　　　～ 
６月３０日貅 

今年で７回目を迎えるＡＢＣまつり 
今回は場所をりんくう体育館に移し 
新たにフリーマーケット会場も新設 
された様子をレポートします。 

地元密着型のボランティアで行われて 
いるイベントに焦点をあて、藤まつり 
の様子や新家山田家の新設民俗資料館 
等をレポーターにより紹介。 

緑いっぱい、 
夢いっぱい、 
第７回 
ＡＢＣまつり 
信達牧野 
藤まつり 
＆新家山 
田家住宅 
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新家山田家住宅では、毎月第４日曜日の一般公開にあわせて様々な催しが行われています。その中からこのたび新設された
民俗資料館の様子と同じ日に行われた山野草展示会についてお知らせします。まず、民俗資料館では、少し前までなら旧家な
どで目にする機会もあった物が、近年の急激な生活環境の変化により廃棄されつつある武具、農具、生活用品などが展示され、
かつての人々の英知を伝えていくために今後も生涯学習の場として規模・内容を充実していく予定です。また山野草展示会場
においては、心落ち着かせてくれる空間がひろがり、植物の名前も鉢ごとに記載され、思わず春の陽気にまかせて野山に山野
草散策に出かけたくなる様な気持ちにさせられました。 （４月２４日）

新家山田家住宅に
民俗資料館がオープン

全国高校選抜大会において、ホッケー女子の部で優勝を
果たした羽衣学園ホッケー部在籍の谷口育代さん（泉南市
信達葛畑在住）が、向井泉南市長を表敬訪問しました。毎
日夜遅くまで続く部活動の中で、スティックやボールによ
る怪我も絶えず、実際に顔に５針を縫う傷も負ったことが
ある谷口さんは、中学から始めたホッケーを「好きだから
こそ続けていける」との意気込みで、高校１年でディフェ
ンスとしてレギュラー出場したこの選抜大会でも準決勝、
決勝と強豪校との完封勝利に貢献しました。今後は「８月
１日からはじまるインターハイ予選を目標に、頑張ってい
きたい」と抱負を語ってくれました。 （４月６日）

ホッケー女子全国高校選抜優勝者
表敬訪問
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四
月
二
十
五
日
豺
朝
、
JR
福

知
山
線
尼
崎
駅
付
近
で
脱
線
事

故
が
発
生
し
、
死
者
一
〇
〇
名

以
上
の
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
事
故
は
人
災
の
要
素
が

強
く
、
常
日
頃
か
ら
万
全
の
対

策
を
講
ず
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け

大
切
か
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り

ま
す
が
、
災
害
に
対
す
る
備
え

を
怠
る
こ
と
も
ま
た
人
災
の
要

素
を
強
く
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
こ
の
欄

を
お
借
り
し
て
こ
れ
ま
で
様
々

な
防
火
、
防
災
を
呼
び
か
け
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
一
つ

が
被
害
の
軽
減
に
つ
な
が
る
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
思

い
起
こ
し
日
頃
の
備
え
を
万
全

に
行
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。さ

て
、
六
月
は
危
険
物
安
全

月
間
で
す
。
一
般
家
庭
で
見
か

け
る
危
険
物
と
し
て
は
、
ペ
ン

キ
・
天
ぷ
ら
油
・
マ
ニ
キ
ュ

ア
・
殺
虫
剤
・
灯
油
・
消
毒
用

農
薬
・
溶
剤
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
般
に
小
さ
な
容
器
ま
た
は

ス
プ
レ
ー
形
式
の
も
の
が
多
く
、

使
用
す
る
と
き
は
周
囲
の
火
気

取
扱
な
ど
に
注
意
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
が
、
使
い
残
し
や
不
要

に
な
っ
た
容
器
・
ス
プ
レ
ー
缶

な
ど
の
処
分
が
直
接
的
な
危
険

性
は
も
と
よ
り
、
環
境
問
題
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
処

分
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？

●
空
の
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、

必
ず
穴
を
あ
け
て
燃
え
な
い
ゴ

ミ
と
し
て
処
分
す
る
。

●
販
売
店
ま
た
は
関
係
業
界
の

団
体
な
ど
に
引
き
取
っ
て
も
ら

う
。

●
専
門
業
者
に
依
頼
し
て
処
分

し
て
も
ら
う
。

●
天
ぷ
ら
油
を
一
般
ゴ
ミ
と
し

て
処
理
す
る
た
め
に
は
、
紙
や

布
に
し
み
込
ま
せ
る
ほ
か
に
、

市
販
の
油
処
理
剤
を
使
用
す
る

な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
://

w
w
w
.city.sennan.osaka.jp/̃

sensyou/

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
！
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連休初日の祝日「みどりの日」に第7回ABCまつ
りがりんくう体育館で今年も盛大に開催されまし
た。当日は晴天にめぐまれ、たくさんの市民の
方々が参加されました。
会場内では27の団体による例年以上に趣向の凝

らした展示や即売のコーナーが多数設けられ、人
気のテントには行列ができるほどの大勢の人出で
賑わっていました。今年はフリーマーケットの会
場も設けられ、お買い物を楽しまれる方も沢山い
らっしゃいました。ステージでは「泉南ソーリャ
ー踊り子隊」「拍子木」「泉南市青少年吹奏楽団」
「泉南太鼓塾」の熱演が発表され市民の方々もゴー
ルデンウィークの楽しい1日を過ごされていまし
た。 （４月２９日）

夏日となったABCまつり

それでも会場は大盛りあがり
泉南郵便局では郵政記念日の記念行事として、

学校心理士や泉南市新春対談の司会役など多方面
で活躍されている上ノ山幸代さんを１日郵便局長
に迎えアルパ（ハーブの一種）演奏会が行われま
した。南米パラグアイでの３年間の在住経験をベ
ースにしたアルパの演奏は、やわらかく優雅な一
面と力強く情熱的な一面を併せ持ち、南米の曲や
「川の流れのように」、「花」など６つの馴染みのあ
る曲が披露されました。合間に行われる上ノ山さ
んのトークも軽妙で、郵政記念日の解説やパラグ
アイでのお話などを面白く話してくださり、わず
か半時間ほどの時間でしたが、来場者には有意義
なひとときとなったことでしょう。（４月２２日）

１日郵便局長上ノ山幸代
うえのやまさちよ

さん
アルパ演奏会
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天平文化ごろの聖武天皇の勅願寺
ちょくがんじ

とし

て行基菩薩が開創した七堂伽藍
しちどうがらん

を備えた

寺院であったが、織田信長の根来寺征伐

の折焼失し、類焼を免れた観音堂を豊臣

秀頼の命により現在の地に移築し、移築

した年号を逆にとって長慶寺（写真下段）

と改めたといわれています。

泉南市を一望できる小高い丘に位置し、

ふもとにたどりつくと百段の石段（写真

上段）がむかえてくれます。「厄除けの石

段」ともいわれ男性は４２段目、女性は

３３段目を登ったところで厄除けを念ず

ればご利益があるといわれています。

梅雨の訪れとともに境内では、紫やピ

ンク色の紫陽花が咲き始め、どんよりと

した梅雨空を吹き飛ばすかのように咲き

誇っています。別名「あじさい寺」と呼

ばれており、普段は静かな境内もこの時

期には多くの見物客で賑わいます。

また、昨年の１０月には同寺の伽藍の

中心となる三宝塔
さんぽうとう

（写真中段）が落慶
らっけい

さ

れ、広い境内のなかでも一際目を引く荘

厳なものとなっています。

１２回にわたって泉南市の季節に応じたイベントやスポット
を紹介していきます。 （６／１２回）
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